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緑の担い手を目指そう!
にいがた山しごと情報誌
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十日町地域森林組合
★

tokamachi

枝打ち作業をする森林技術員の根津正和さん。作業の際は必ず胴綱
を巻いて行う。黄色いつばのついたヘルメットは枝打ち時、頭上の枝
を切ったときの木くず除けに活躍
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❶枝打ち作業のときの木登りには一本梯子を使う。一番高
い所は８メートルにもなる　❷切り倒した木は一定の長さ
に玉切りし、枝払いをする　❸森林技術員にとって、高い木
の上での作業は日常茶飯事。見ている方が圧倒されてしま
う高い木の上で巧みな枝打ちの技を見せる

❹社屋内には、食品加工品を展示・販売する
コーナーが設けられている　❺組合敷地内に
併設された食品加工所。平成22年に山菜工場
の改装工事を行った際に手詰めから機械詰
めを中心とした製造ラインにし、作業を効率
化した　❻「野沢菜漬」、「水煮なめこ」、「舞茸
ごはんの素」など、人気の商品は電話FAXに
て注文を受け付け。贈答用にも好評だ
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平
成
16
年
、
十
日
町
森
林
組
合
と
小
千
谷
地

域
森
林
組
合
が
広
域
合
併
し
て
誕
生
し
た
、
十

日
町
地
域
森
林
組
合
。
森
林
に
恵
ま
れ
た
地
域

だ
が
国
内
で
も
有
数
の
豪
雪
地
帯
。
寒
さ
を
し
の

い
で
育
っ
た
木
は
強
度
や
緻
密
な
年
輪
が
高
く
評

価
さ
れ
る
が
、
雪
の
重
み
で
根
曲
が
り
し
た
木
は

加
工
し
に
く
い
な
ど
の
問
題
も
抱
え
る
。
冬
場
は

除
雪
作
業
な
ど
山
仕
事
以
外
も
確
保
し
、
通
年

雇
用
を
実
現
。
平
成
26
年
現
在
、
森
林
整
備
を

行
う
森
林
部
12
名
、
木
材
の
伐
採
販
売
を
行
う

林
産
部
７
名
、
地
元
で
採
れ
た
山
菜
を
使
っ
た
食

品
加
工
部
20
名
を
通
年
雇
用
し
、
事
業
を
展
開

し
て
い
る
。

　
注
目
す
べ
き
は
組
合
の
売
り
上
げ
の
45
％
以
上

を
占
め
る
食
品
加
工
部
。
地
域
経
済
や
雇
用
面

で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
地
元
の
山

菜
・
野
菜
を
使
っ
た
安
心
・
安
全
な
商
品
は
大
手

食
品
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
信
頼
も
高
い
。
今
後
は
、

食
品
加
工
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
と
も
に
林
業
の
原

点
で
あ
る
森
林
整
備
の
推
進
が
課
題
。
美
し
い
地

元
の
山
を
守
る
た
め
に
も
、
組
合
の
責
任
は
大
き

い
。
女
性
森
林
技
術
員
２
名
の
活
躍
を
は
じ
め
、

若
手
の
人
材
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

森
林
整
備
へ
の
取
り
組
み
と

豊
か
な
資
源
を
生
か
し
た
食
品
加
工
業
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〜
大
自
然
の
中
で
、プ
ロ
意
識
を
持
っ
て
働
く
人
た
ち
〜

【事業主コメント】

常
に
緊
張
感
が
あ
り
ま
す

緑
の
担
い
手

緑
の
担
い
手

十日町地域森林組合
住所／十日町市大黒沢1789番地1　電話／025-758-3115
設立／平成16年（合併）　資本金／1億6,000万円
従業員数／43人（森林部門19人）
勤務時間／8：00～17：00　主な勤務地／十日町市
主な従事業務内容／森林整備、林産販売、食品加工

十日町地域森林組合

代表理事組合長  須藤 誠也

　年
々
、
林
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
が
、
現
状
の
ま
ま
で
は
山
が
荒
れ
て
し
ま
う
ば
か

り
で
す
。
今
こ
そ
、
森
林
の
再
生
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
美
し
い
日
本
の
森
林
は
私
た
ち
の
貴
重

な
財
産
で
す
。
山
を
持
っ
て
い
る
人
た
ち
に
「
伐
っ
た
ら
ま

た
植
え
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
森
林
の
整

備
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

【事業体Data】

❶慎重に足場を確認しながら木を降りる、森林技術
員４年目の池田崇直さん。枝打ち作業は登って枝を
切っては降りて、次の木にまた登ってのくり返しで体
力を要する作業だ　❷「この前、作業が終わった場
所です。とてもきれいになっているでしょう」と森林
技術主任の村山武志さんが教えてくれた。手入れさ
れた森林の美しい景観と満足感が次の仕事の活力
になるという　❸一本梯子は根元に地面に固定す
る爪があり、爪を木の根元に差し込んでから梯子を
木に立てかけて登っていく　❹枝打ち後は森林内
に光が行き渡ってとても気持ちが良い。この日の現
場は３人の森林技術員でチームを組んで作業を行
っていた

❸

❹

❶

❷

山
に
関
わ
る
仕
事
を
志
し
て

　林
業
に
興
味
が
あ
り
、
こ
の
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。
最
初
の
頃

は
体
力
的
に
も
厳
し
く
て
、
先
輩
た
ち
に
つ
い
て
い
く
の
が
大
変

で
し
た
。
少
し
間
違
え
る
と
命
に
関
わ
る
仕
事
な
の
で
、
今
で
も

常
に
緊
張
感
が
あ
り
ま

す
。
厳
し
い
半
面
、
自

分
の
や
っ
た
こ
と
が
残
る

仕
事
は
や
り
が
い
が
あ

り
ま
す
。
き
れ
い
に
な
っ

た
山
は
本
当
に
気
持
ち

が
良
い
も
の
で
す
。
山

や
自
然
が
好
き
な
人
に

お
す
す
め
し
た
い
仕
事

で
す
。

Ikeda Takanao
年齢：28歳　林業経験：4年

池田 崇直 さん

Murayama Takeshi
年齢：52歳　林業経験：19年

村山 武志 さん

　東
京
で
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
仕
事
が

好
き
に
な
れ
な
く
て
。
登
山
が
好
き
で
、
山
に
関
わ
る
仕
事
を
求

め
て
、
初
め
て
十
日
町
へ
や
っ
て
来
ま
し
た
。
自
然
に
囲
ま
れ
た
十

日
町
は
、
と
て
も
居
心

地
が
良
く
、
今
も
大
好

き
で
す
。
仕
事
で
は
枝

打
ち
が
特
に
好
き
で
す

ね
。
現
場
の
作
業
は
大

変
で
す
が
、
自
分
な
り

に
や
り
方
を
工
夫
し
な

が
ら
コ
ツ
コ
ツ
少
し
ず
つ

進
め
ら
れ
る
の
が
良
い

と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
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